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5−2　顕微沈降反応と免疫電気泳動法

　顕微沈降反応は
， 科学警察 が微量 の 体液中に 含

ま れ る 血 清蛋白か ら体液が ヒ ト体液由来か 否か を

判定す る方法 で あ る （平野 ，
1982）。ク ワ ガ タ ツ メ

ダニ が ヒ トに 皮疹 を発症 させ た時の 体重増加量が

0．5〜13．1μg あ る こ と か ら，顕微沈降反応法で ダニ

体内 に ヒ ト血清由来 の 蛋 白質が あ る か否か を確か

め る こ とが で き る と考 え られ た 。 ま た
，

ク ワ ガ タ

ツ メ ダニ 体内 に ヒ ト由来の 蛋白質が検出さ れ れ ば

免疫電気泳動法 （右田 ，
1963 ）で 蛋 白成分 を同定

する こ と も可能で あ る 。

5−2−1　顕微沈降反応法

5−2−1−1 材料お よび方法

　 2 凵間絶食 させ た雄と雌の ク ワ ガ タ ツ メ ダニ 15

匹を被験者 1 名 （男 ）に 24時間，貝製 ボ タ ン を用

い て 接触 させ た後，直ちに 1 匹ずつ ダニ を標本ビ

ン に入れ ，消化機能を止め る た め に液体窒素 で 凍

結 した。顕微沈 降反応 法実験 に 供す る ま で，ダニ

は凍結 し た ま まと し た （− 20℃）。24時間被験者 に

接触 中 に 死亡 した ダニ は除外 した、一
方 ， 2mm以

ドの 皮疹 を発症 し た ダニ で も沈降反応が 出る の を

確iか め る た め，実験 に加え た。

　顕微 沈降反 応法 は桂 （1979）の 方法 に従 っ た 。

す な わ ち，o．05M ベ ロ ナ
ー

ル 緩衝液 （pH8 ．6
，
　 Sig−

ma 　Chemical　CQ．，　St．　LQuis）50m9に 精 製水 50mZ

を加え ，窒化 ソ
ー

ダ100mg を溶解 し，さ ら に ア ガ ロ ー

ス 2g を加え て 100℃で 30分間加熱 し溶解 した。こ

の 混合 Wt　1　ml と抗 ヒ ト血 清 （ウサ ギ血 清，　 Capel

C 。 、
，
　PA ） 1　ml を試験管内で 混ぜ

，
55− 57℃ で 湯煎

し た。あ ら か じ め 用意 し た ス ラ イ ドグラ ス の 上 を

厚さ lmm の ガ ラ ス 片で 囲 っ た 中に
， 湯煎中の 液を

流 し込 み抗血清ア ガ ロ ー
ス 板を作 り

，
ス ラ イ ドグ

ラ ス で 蓋 を し て冷温室 に保存 した 。 ク ワ ガ タ ツ メ

ダニ 1 匹 を ガ ラ ス 上 に の せ
， 胴体部 をメ ス で 2 −

3片 に 切 り裂 き，抗血清ア ガ ロ ース 板の 蓋 をはず

して ，切片 を直接 ア ガ ロ
ース板の 上 に置 き，37℃

の恒温器に入 れ ， 2，5，8，24時問 の 間隔 で ， 沈降反応

す な わ ち 白濁化が起 き る か 否か を調 べ た 。 沈降反

応 は実体顕微鏡下 で斜光を使 っ て 観察 した。

　 コ ン トロ ー
ル と して

， ケナガ コ ナダニ を 1 〜 2

匹ずつ 摂食さ せ た ク ワ ガタ ツ メ ダニ 10匹 と ， ケナ

ガ コ ナ ダニ を摂食させ て い な い 15匹 の ク ワ ガタ ツ

メ ダニ を用意 し， 上 記と同様 に 処 理 し， 顕微 沈 降

反応法 の 実験 に供 し た 。

5−2−1−2 結 果

　被験者 （男 ）に 皮疹を発症させ た の は 9 匹 で あ り，

9 匹中 7 匹は，抗血 清ア ガ ロ ース板 に，は っ き り

と円状の 白濁化 現象 を起 こ し， 沈 降反応 を示 した

（図26）、， 反応は 37℃で 2 時間以内に現れ た 。
こ の

＊
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図26　顕微沈 降反 応 法 に よ り沈降反 応 を呈 し た

　　 皮疹発症 の ク ワ ガ タ ツ メ ダ ニ Chayletus

　 　 malaccensis
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図27　顕微沈降反 応 法 で 沈 降反 応 を呈 さ な か っ た

　　　ケナ ガ コ ナ ダニ Tyophagus 　Putrescentiae

　　　l 匹 摂 食 の ク ワ ガ タ ツ メ ダニ C偽蹴 〃 3

　 　 malaccentriS

7 匹 に よる皮疹は丘疹や水泡 を伴 っ た 大き な紅斑

で あ っ た の に対 し，沈降反応を示 さ な か っ た残 り

の 2 匹 の 皮疹 は ， 2 皿 m 以 ドの も の と ，他 の 1 つ は

は っ き り と し た紅斑で あ っ た。

　 24時間接触 さ せ て皮疹を発症 しなか っ た 4 匹 は ，

沈降反応を示 さな か っ た。残 り の 2 匹は 24時問の

接触で死亡 した ため実験に は加え な か っ た 。

　 1 〜 2 匹 の ケナ ガ コ ナ ダニ を摂食 し た 10匹 と，

摂食 しなか っ た 15匹は，い ず れ も沈降反応 を示 さ

な か っ た （図27）。

5−2−2　免疫電気泳動法

　ク ワ ガタ ツ メ ダニ 体 内に ヒ ト体液が存在す る と

確認 された の で ， ツ メ ダ ニ 体内中の ヒ ト休液蛋 白

の 成分分析を免疫電気泳勤法 で 行 っ た 。

5−2−2−1 材料および方法

　実験 に供 し た雄，雌の ク ワ ガ タツ メ ダニ は 次の

5 っ の グ ル
ープ で あ る 。  24時間被験者 （男 ）に

接触 させ て皮疹 を発症 し た 5 匹 の ツ メ ダニ ，  同

じ被験者で皮疹を発症 しなか っ た 5 匹の ツ メ ダニ
，

  20℃ ，
7」

「
・− SO％ R ．　H ．の 環境下 で 2 日 間絶食 させ

た 5 匹 の ツ メ ダ ニ ，  24時間被験者 （女）に接触

さ せ て 皮疹を発症 し た 工匹 の ツ メ ダニ ，  同 じ被

験者 （女 ）で 皮疹 を 発 症 しな か っ た 4 匹 の ツ メ ダ

ニ で ， 5 グ ル
ープの ダニ は前法の よ う に 凍結 さ せ

た 。

　そ れ ぞ れ の グ ル
ープ ご と に リ ン 酸緩衝食塩水

（O．　07M ，　 pH7 ．2）を ク ワ ガ タ ツ メ ダニ 1 匹 に 対 し

10Sttの 割合で 加え て ツ メ ダニ をよ くホ モ ジナイズ

し ， 攪拌 し た 。 こ の 懸濁液を10，000r．p．m ．で 5 分

間 遠心分 離 した。上清液 を ク ワ ガ タ ツ メ ダニ の抽

出液と し て，免疫電気泳動法の 実験 に 供 した。ま た，

marker と して 多種 の 蛋白成分 を含んだ正 常 ヒ ト血

清を用い た 。

　免疫電気泳動 法は右田 （1963〕と Kochwa （1980）

に従 っ た 。 1 ％ ア ガ ロ
ー

ス 液 を90× 70mmの ガ ラ ス

板 に 注 い で ，厚 さ lmm の ア ガ ロ ー一
ス プ レ

ー
トを作

り，冷却後，直径2．5mm の 小孔 6個 と， 1 × 75mmの

溝 6 本 を 5mm間隔で 切 り抜 い tr。 20μ1の ヒ ト血清

に少量 の B．P ．B ．（Brom 　Phenol　Blue＞を加え て 小

孔 1個に 注入 し， 5 種類の ダ ニ 抽 出液 を そ れ ぞ れ

5個 σ）小孔に 20＃1ずつ 注人 した。電 気泳動は 2 〜

3mmA ／cm の 定電流 で 150分間 ， 室温で ，
ベ ロ ナ

ー

ル 緩衝液 （pH8．6， μ
＝O．　05）の 中で行 っ た 。 そ の 後，

溝の 中の 寒天を取 り除き
， 止常 ヒ ト血清 に 対す る，

80μtの 抗 ヒ ト血 清 （ウサ ギ血 清 ，
ベ ー

リ ン グ ベ ル

グ社 ， Mardurg＞を各溝に細管ピペ ッ トで 注入 し，

恒湿反応箱 内に 水平に 入 れ，そ の ま ま20℃ で 20時

6tt

図 28 皮 疹 発症 させ た ク ワ ガ タ ツ メ ダニ の 抗 ヒ ト血 清

　　　に よ る免疫電気泳動像

　注 ） 1 ：正 常 ヒ ト血 清 と抗 ヒ ト血 清 に よ る 泳動像

　　　 2 ：皮疹 を 発 症 さ せ た 〔男）ク ワ ガ タ ツ メ ダニ

　　　　 5 匹 の 抽出液 と抗 ヒ ト血 清 に よる ア ル ブ ミ

　　　　 ン 周囲の 泳勤像

　 3〜6 ；皮疹 を 発症 させ なか っ た 〔男）ク ワ ガ タ ツ

　　　　 メ ダ ニ 5 匹 （3 ｝，絶 食 さ せ た ク ワ ガ タ ツ

　　　　 メ ダニ 5 匹 〔4 ），

　　　　 皮疹を発 症 させ た 〔女）ク ワ ガ タツ メ ダニ

　　　　 1 匹 （5 ），皮疹 を発症 させ な か っ た （女 ）

　　　　 ク ワ ガ タ ツ メ ダニ 4 匹 〔6 ）と抗 ヒ ト血 清

　　　　 との 反応で は 泳勤像 は み られ な か っ た
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間放置 した。そ の 後染色標本 とす る た め に生理食

塩水 と蒸留水で 洗い ，急激な乾燥 をさけ るため寒

天板に 濾紙 をか け て 室温 で 自然乾燥さ せ た 。 ア ミ

ドブラ ッ ク 10B で 染色 し， メ タ ノ
ー

ル
・永酢 酸液

で 脱色し， 標本を作製 した。

5−2−2−2 結 果

　免疫電気泳動法で は，  グ ル
ープの ，皮疹 を発

症 し た 5 匹の ダ ニ の抽出液は アル ブ ミ ン 近 くで 免

疫電 気泳動像 を画 い た 。
ア ル ブ ミ ン 成分 の 電気泳

動は 正常の ヒ ト血清の ア ル ブ ミ ン 成分 よ り もやや

早か っ た 〔図28）。 他の蛋白成分 は検出 され な か っ

た。ま た
， 残 り の 4 つ の グル

ープの 抽出液で は
，

免疫電気泳動像はみ られ なか っ た。

6．　 ロ 器の 構造と皮疹発症に関する実験

　人の皮膚 に 傷 をつ けう る ダニ の 口 器 の 構造形態

を知 るため ，
ll種の ダニ を人 に接触 させ て調 べ た 。

6一工 材料お よ び方法

　皮疹発症 に 関す る実験 で は，ダ ニ 類 を人に接触

させ る に は，ク ワガタ ツ メ ダニ や CheLtzcarOPsis　sp ．

の 場合 と同様 に，貝製ボ タ ン の 片側を和紙で 封 じ

て ， 1 〜 2 日 問絶食 さ せ た ダ ニ 類 を 1 匹 ず つ 人 れ
，

容器 ご と絆創膏で 人 の 皮膚 に 固定す る方法に よ っ

た 。

　ク ワ ガ タ ツ メ ダニ と ChelacarOPsis　sp．に つ い て は

す で に 2 の項で 実験を行 っ た の で ，こ こ で は他の

ダニ 類 に つ い て 実験を行 っ た 。

　イエ ダ ニ は 帝宗大 で ，マ ウ ス か ら吸血 させ て 累

代飼育した系統 の 成虫を分与 し て い た だ き実験 に

用い た 。 20℃，75〜80％ R．H ，で 1 匹ずつ ガ ラ ス ビ

ン に 人 れ て 2 日問絶 食 させ た後，被験者 6 名に 2
〜 3 匹ず つ 24時間接触 さ せ た 。

コ ン トロ
ー

ル と し

て は容器 の み 1 個 ずつ 皮膚 に 固定 しtzもの を用 い

た。

　ス ズ メ サ シ ダニ は 吸血性 の ダニ で あ り ，

一
般家

屋 で 雀の 巣か ら採集した 成虫を供試 し た 。 20℃ ，

75〜8e％R．H ．で 1 匹ずつ ガ ラ ス ビ ン に入 れ て 2 日

間絶食 さ せ た後， 2 名の 被験者に 2 匹ず つ 接触 さ

せ た。コ ン トロ
ー

ル は 1 個ずつ と した。

　タ ン カ ン マ ヨ イダニ Blattisocizas　Keegani　Fox と，

ホ ソ ゲチ トゲ ダ ニ ル 珈 廨妙 ∫（血 翅 o忽 妙 ∫）casalis

（　BerZese）は ， 温 度20℃ ， 湿 度75〜80％R ．　H ，下で
，

ケ ナガ コ ナダ ニ を餌 と して 飼育 し て い る捕食性の

ダニ で ，成虫を実験 に 用 い た。い ずれ の ダニ もガ

ラ ス ビ ン に 1 匹ずつ 入 れ，20℃，75− 80％R ．H ．で

2 日間絶食 させ た 後 ， タ ン カ ン マ ヨ イダニ は 2 名

の 被験者に 14匹と22匹ずつ 接触 さ せ ，ホ ソ ゲチ ト

ゲ ダニ は 1 名に 16匹接触 させ た 。
コ ン トロ

ー
ル は

い ずれ の ダニ も 2個ず つ と し た。

　ナ ミハ ダニ Tetra”）chZLS 　urticae 　Koch は，庭の カー

ネー
シ ョ ン か ら採取 した成虫で ， 絶 食は20℃ ， 75

〜80％R ．H ．で 1 日間と し た （予備実験で 2 日間の

絶食で 死亡率が 高 くな る こ とが 明 らか で あ っ たた

め 〉。 3 名の 被験者に 14匹
』
ずつ 24時問接触 さ せ た 。

コ ン トロ
ー

ル は 2 個 ずつ と し た。

　ケナ ガ コ ナ ダニ はマ ウ ス 用粉末飼料 で，イエ ニ

ク ダニ は マ ウ ス 用粉 末飼料に か つ お けず りぶ しを

少 量 加 え て ， ム ギ コ ナ ダ ニ Aleurogl）PhZLS　ozaatus

（Troulean）は マ ウス 用粉末飼料に エ ビオ ス を加え

て ，コ ナヒ ョ ウ ヒ ダ ニ とヤケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ は イエ

ニ ク ダニ と同 じ餌で ，
20℃ ，

75〜80％R ．H ．で 飼育

し た 。 成虫を 2 日問，20℃，75− 80％ R．H．で 絶食

させ た 。 ま た ，イエ サ サ ラ ダニ は 畳 ワ ラ 工場で 採

取 し t 成虫で，20℃，ア5〜80％R ．H ．で 1 日間絶食

させ た。こ れ らの ダニ 類 を 1 〜 6 名の 被験者 に 12

〜13匹ずつ ，24時間接触 さ せ た 。
コ ン トロ

ール は

い ずれ も 2個ずつ と した。

　口 器 の 構造 は各ダニ を数匹 ずつ プ レパ ラ ー ト標

本に して
，
200− 400倍の生物顕微鏡で観察 した。

6−2 結 果

　イエ ダニ で は 24時間接触終 了時 に は す で に 皮疹

が発症 し て お り ， ク ワ ガ タ ツ メ ダニ よ り も発症 は

早 か っ た。 6 名の 被験 者 は イ エ ダニ を接 触 さ せ た

す べ て の 部位で 皮疹 を発症 した （表32＞。 皮疹 の 人

き さ は 3 〜25皿m で 5 〜ユ5mmの 大き さの 皮疹が 多 く

み られ た 。痒 み は イエ ダニ を は ず した 後 5 日目ま

で ，被験 者 6 名と も感 じ た 。
コ ン トロ ー

ル は 無発

症で あ っ た。

　ス ズメ サ シ ダニ の 場合は接触24時間後ダニ を は

ず した時点で す で に 皮 疹が み られ
， 皮疹 は イエ ダ

ニ の 場合と似て い る か ，や や イエ ダニ の 皮疹 よ り

も丘疹が 大 きか っ た
。 被験 者 2 名 に 接触 させ た合

計 4 匹 の ス ズ メ サ シ ダニ は い ず れ も皮疹を発症 さ

せ ， 皮疹の 大き さは 3 一ユ5mmで ，平均的な大き さ
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表 32　11ftの ダ ニ 類 に よ る 実験的皮疹 発症率

　　　　　　　　　被　験　者
’

ダ ニ 亜 目 ・種類

一、〜一丶

中気門亜 目

前気門 亜 目

無気門亜 目

隠気門亜 N

イ エ ダ ニ

a
＊＊

b ＊ ＊ ＊

aba

ホ ソ ゲチ トゲ ダニ

bab

ナ　 ミ　 ハ 　 ダ

a

b

イ エ ニ ク ダ ニ

a

b

ケ ナ ガ コ ナ ダ ニ

ab

ム ギ コ ナ ダ ニ
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注）　
＊

被験者 の 番号 は処 理番 号 で あ り，同
一人 物 を意味 す る もの で は な い 。

　　
＊ ＊

全皮疹数／接触 ダニ 数，（ ） 内 は こ ン トロ ー
ル 数 で，皮疹 が 発 症 し て い な い の で 接 触 ダニ 数 の み 記載 し た u

　　
’ ＊ ＊

生存虫 に よる 皮疹数／生存虫数 1行方不明 の ダ； は生存虫 に は 含 ま れ て い な い 〕。

　　　　生死 は 接 触 24時間後の 判定。

　
＊ ＊ 艸

全被験者 で の 皮疹数／全被験者 で の 接触ダニ 数，あ る い は，全 被 験 者 で の 生 存虫 に よ る 皮疹数／全被験 者 で の

　　　 生存 虫 数。

は 5 〜1〔〕mm で あっ た。（表32）。痒 み は ダ ニ を は ず

し た 円が 最 も強 く，そ の 後 6 − 14日間継続 した 。

紅斑は 10〜20日 で 消 え たが ， そ の 後 1 カ 月 間に も

及ぶ 色素沈着が 認め ら れ た。

　タ ン カ ン マ ヨ イ ダニ と ホ ソ ゲチ トゲダニ で は接

触24時 間後 ダニ を は ず した 時点で ，すで に すべ て

の 発症部位 で は薄 い 紅 斑 が み ら れ た 。タ ン カ ン マ

ヨ イ ダニ は接触 さ せ た ダ ニ の 8．1％が，また ホ ソ ゲ

チ トゲ ダニ で は 18．8％が 皮疹を発症 さ せ た （表32）c

24時間後 こ れ ら の ダ ニ を は ず し た時点 で 生 き て検

出され た ダニ に よる皮疹発症率 は，そ れ ぞ れ 9．7％

と 28．6％ で あ っ た 。 皮疹 の 大 き さは 1 − 3mm で ，

平均値は 1 〜 2mm で あ っ た 。 被験者は刺 さ れ た 瞬

間 軽 い 痛み を感 じ た 。 痒み は ダニ を は ず して か ら

24時 間以 内に消え た。

　ナ ミハ ダニ を接 触 さ せ た場合は ダニ を は ず し て
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か ら24時間以 内に皮疹が発症 した。発 症率は7．1％

で ，生 き て検出 さ れ た ダ ニ に対 して は
，
15．0％ と

な っ た （表 32）。皮疹 の 平均的な大き さltl　2　− 3mm

で ，皮疹は 6 日目に消え た。

　ケナガ コ ナ ダニ ，イエ ニ クダニ ，ム ギ コ ナダニ ，

コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ
， ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ

， イエ サ サ

ラ ダニ を接触 させ た場合 は 24時間後，い ずれ の ダ

図 29　イエ ダニ 0厂纏 伽 y∬ 翻 妣 o‘fの 鋏角 （矢印）

図30　ク ワ ガ タ ツ メ ダニ Chaytetus　malaccensis の

　 　 鋏 角 （矢印）

二 で も皮疹 の 発症 はみ られな か っ た （表32）。ケナ

ガ コ ナ ダニ
，

ム ギ コ ナダニ ，イエ ササ ラ ダニ の 生

存虫は 1 〜 7 匹 と少な か っ た が
， す べ て の被験者

で生存 虫の存在を確認 した 。
コ ン トロ ール で は皮

疹は見つ か らなか っ た。

　以上 か ら
， 吸血性の イエ ダ ニ と ス ズメ サ シ ダニ

，

捕食性 の タ ン カ ン マ ヨ イダニ とホ ソゲチ トゲダニ ，

植物吸汁性 の ナ ミハ ダニ は ヒ トを刺す こ とが あ る

と判明 した 。

一方 ， 食品を食害 した り，
フ ケや真

菌 を摂食す る イエ ニ ク ダニ ，ケナ ガ コ ナ ダニ ，ム

ギ コ ナ ダニ ，コ ナ ヒ ョ ウダニ ，ヤケ ヒ ョ ウヒダニ ，

イエ ササ ラ ダ ニ は ヒ トを刺 さなか っ た 。
2 タイプ

図 31　ム ギ コ ナ ダニ Aleurogl）phtts　ovatzts の鋏角 （矢印）

一 33 一

図32　コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ DermatoPhagoides　farinae
　 　 の 鋏角 （矢印）
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の ダニ 類に共通 した大きな違 い は，口器の構造で，

前者 の ダニ は イエ ダニ （図29）と ク ワ ガ タ ツ メ ダ

ニ （図30）の よ う に 動植物の 表皮 に傷を つ け て 餌

をとる さ し込み 形 の 鋏角 を し て お り，一方，後者

の ダ ニ は
，

ム ギ コ ナ ダ ニ （図31）や コ ナヒ ョ ウ ダ

ニ （32）の よ う に餌を挾ん で 砕 く型 をして お り，

動植物の表皮に傷 を つ ける の に 適 した形の鋏角で

は な か っ た 。

考　 　 察

　実態調査 結果か ら， 家屋 内 に ツ メ ダ ニ 類が検 出

さ れ て も必 ず し もそ の家族に皮疹が 出るとは限 ら

な い が，ツ メ ダニ 数が 多い ほ ど皮疹が発症 す る場

合が多 い とい う こ とが判明 した （図15）。 すなわ ち，

ツ メ ダニ 数 が多 く人 に接触 す る 機会が 増え れ ば
，

偶発的に人 を刺咬す ると考え る の が妥当と思わ れ

た 。 ツ メ ダ ニ 類が 多 く検出され た家屋 内で ， 家族

に皮疹が み ら れ る と い う こ と は ，多 く の 報告 で も

確認 さ れ て い る （Yoshikawa，1980，1985
，

1987

a ；水 谷， 1982；中村 ら，
1984；竹 本 ・吉 田，

1987；名古屋市 ，
ユ985

，
1986，1987，1988＞ロ

　偶発的に 人を刺す と い う習性 を確か めるた めの

実験 で ， 発現頻度 を高 くす る に は
，

ツ メ ダニ 類の

捕食行勤 を盛ん に さ せ る必要が あ る と考え ， 1 〜

2 日間絶食 さ せ た。絶食時間を設定 し た こ と が
，

こ の 刺咬実験 を成功 さ せ た と 考え られ る 。 24時間

ヒ トに接触 さ せ た後 で 生 き て 検 出 さ れ た ツ メ ダ ニ

類の 接触部位で は ， ク ワ ガ タ ツ メ ダニ 68、0％ （D

を除い た 発症 率），
CheiZrcarOPsis　sp ．51．9％ （上 記と

同 じ）の頻度 で ，皮疹が認め ら れた 。 （表30
， 31）。

こ の 皮疹は，24時間接触直後 に は見 られず，ダニ

を は ずして か ら1．5〜 2 日目に 発症 して い る こ とか

ら，遅 延性の 反応 で あ る こ と が 判 っ た。さ ら に ，

3 の 項で 述べ た よう に
， ヒ トの 皮膚に傷が あれ ば

ダニ 体液が ヒ トの 表皮下 に す り 込 ま れ る の で ，
い

ず れ の ダ ニ も ヒ トに皮疹 を発症 させ る こ とが で き

た の に
， 傷が な けれ ば い ず れ の ダ ニ も ヒ トに皮疹

を発症 さ せ ら れ な か っ た 。 こ れ らの 結果か ら，ツ

メ ダ ニ が 口 器 の 鋏角 （こ れ以外 に ヒ トを刺咬 で き

る部位 は存在 しな い ）で ヒ トを刺 し， 唾液 を ヒ ト

の 表皮下 に注入 し て
，

ヒ トは こ の 唾液蛋 白に 対 し

て ア レ ル ギ
ー

反 応 を起 こ し，皮疹 を発 症する と考

え られ た。従 っ て ，吸血性 の イ エ ダニ や蚊 で み ら

れ る反応 と同様 で あ ろ うと思 わ れ る （Ja皿 es ＆

Harwood
，
1965）。ツ メ ダニ の 刺咬 に よる皮疹が ア

レ ル ギ
ー

反応 で あ れ ば
，

1 の 項で 述 べ た ク ワ ガ タ

ツ メ ダニ を10年飼育 し て い た被験者 D が，ク ワ ガ

タ ツ メ ダニ で は皮疹 を発症 しな か っ た の に
， 飼育

し始 め た 直後の C加 妣 殿 麺 5sp 、で は皮疹が確認さ

れ た の は，被験者 D が ク ワガ タ ツ メ ダ ニ に 減感作

して い たと説 明で き る 。 また ， 容器 だ けを 24時間

接触 さ せ た結果 で は皮疹 は み ら れ ず （表30， 31，
　32），

ツメ ダニ 刺咬に よ る皮疹発症 を立証 す る裏付 け と

な っ た。

　 吸血 性 の ダニ で
，

ヒ トか ら も吸血す る こ と が 知

られ て い るイエ ダニ を，被験者に 24時間接触 さ せ，

同時 に同一人 に ク ワ ガ タツ メ ダニ と Chelaα arOPSIs

sp ．を接触 さ せ た部位 に 発症 した皮疹 をそ れ ぞ れ 切

り取 り，切片標本か ら病理組織的 に 比 べ た。 こ れ

ら の 皮疹は い ずれ も類似 して お り （図21
，
22

，
23），

イエ ダニ 刺咬 に よ る皮疹発症 と の 類似性か ら，
ツ

メ ダニ 刺咬 に よる皮疹発症を立証す る傍証 と した。

イエ ダニ と ク ワ ガ タ ツ メ ダニ の 病理組織変化に つ

い て は前田 （1984）も同様な結果 を報告して い る
。

　 ツ メ ダニ 類は他 の 捕食性の ダニ や 昆虫と 同様 に

捕 食行動 をと る 。 ク ワ ガタ ツ メ ダニ が ケナガ コ ナ

ダニ を餌 と す る 時 ， ツ メ ダニ は 2 本の バ ル ブで コ

ナ ダニ を挾 み込み ，ツ メ ダニ の 鋏角をさ し込 む よ

う な 行動 をし た後、 1分 以内 に コ ナダ ニ は動か な

く な る。ク ワ ガ タ ツ メ ダニ が鋏角 を さ し込 ん で い

る こ とは，ツ メ ダ ニ が時々 2 本の パ ル プを離 し，

顎体部 を空中に上 げ る が ， ケナ ガ コ ナ ダニ は鋏角

周 辺 で 動 かな い まま で あ る こ と か ら も分 か る。 コ

ナダ ニ は しば らく の 間ク ワ ガ タ ツ メ ダニ の パ ル プ

に 挾 ま れ た ままだ が，ツ メ ダニ が コ ナ ダ ニ を パ ル

プか ら離 し た 時に は
， 生 き た コ ナ ダニ の 丸昧をお

び た体は縮 み ， 脱皮殻に 似た 状態 に な っ て い る。

1述 の よ う な捕獲 と 同時 に 唾液を注入 して 麻酔 さ

せ ，そ の 後餌の 体液 を吸収す る一連 の ツ メ ダニ に

よる捕食の 行動習性か ら み て
，

ヒ トに 接触 さ せ た

ツ メ ダニ は ヒ ト体内 に 唾液 を注入 す る と共 に ヒ ト

体液を吸 う可能性が考え ら れ た の で ， そ の 証明も

行 っ た 。 ま た
，

ヒ ト体 液 を吸収 し て い る こ と は
，

ヒ トを刺 咬 し て い る 明確な 証 明 に もな る と考え ら
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れ る 。

　ケナガ コ ナ ダニ を ユ匹ずつ 捕食 した摂食 グル
ー

プの 平均体重増加量2．46μg よ り，
ヒ トに皮疹 を発

症 さ せ た刺咬グル
ープの 平均 体重増加量 3．66μg の

方が数値は 大き く，体液を吸 収して い る可能 性を

示 し た 。 た だ，刺咬 グル
ープの 体重増加量 は摂食

グ ル
ープよ り もば らつ きが あ っ た （図 24

，
25）。こ

の理由と して ，  摂食グ ル ープ は ケナガ コ ナダニ

を 1 匹ずつ しか与 え られず ， 餌 の 量 が限定 され て

い た が ，刺咬グ ル
ープで は 5 時間 の 接触時間 中は

無制限 に ヒ ト体液 を吸収で き た，  刺咬グル
ープ

の ク ワガ タツ メ ダニ の 中に は異質の餌に 対 して ，

接触 後 2 時間 を経 て も刺咬を開始 し な か っ た個体

も あ っ た 可 能性が あ る
，   刺咬 グル

ープの ツ メ ダ

ニ は接触前の 20℃，85％R 、H ．か ら急に 32〜34℃，

55〜60％R．　II．の ヒ トの 皮膚上 に 移 され たため，摂

食 グル
ープ の ダ ニ よりも水分の 排 出が盛ん に な っ

た り ， 捕食 量を増 した ， な どが考 え られた。特に

．  に つ い て は ，Arhan ＆ Veselica（1981）の 報告で ，

コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ の 臨界平衡 湿度 （CEH ）が 高い

温 度に影響 さ れ た よ う に，ク ワ ガ タ ツ メ ダ ニ の

CEII は 20℃ で 76 − 85％R ．　H ．で あ る が （Schmidt，

1979），CEH よ り も低い 湿度 に 曝露 され る と捕食

行動 が盛 ん に な ると言われ て い る （KnUll，
1984）

こ と な ど か ら，そ の 口∫能性 が考え ら れ た 。刺咬グ

ル
ープの ダニ の体重増加量 が摂食グル

ープの そ れ

よ りもば ら つ く の ば 上 の 理由の い ずれ か ま た は組

み合わ せ に よ る もの と考え ら れ た 。

　無 刺咬 グ ル
ープと無摂食 グ ル

ープで は体重 の 増

加が認め ら れ ず，体重 は変化 しな か っ た か 減少 し

て い tl，，無刺咬 グル
ープで の 平均体重減少量は 0．56

μg で あ り，無摂 食グ ル ープの O．　36μg よ り も減少

が は げ しか っ たが ，
こ れ は無 刺咬 グル

ープが無摂

食グ ル ープよ り も高い 温度で低 い 湿度に曝露さ れ

たため と考え られ た。無刺咬グル
ー一プの 体重減少

が よ り大 き い こ と は，刺咬 グ ル ープの 体重 増加が

被験者の 発汗に よ る もの で は な い こ とも裏付け て

い る 。

　顕 微沈降反応法 で は
，

ヒ トの 血清 1 μZの 1／1，000
− 1／2，01⊃0量 ， す な わ ち蛋 「「量 に し て 72〜36ng で 十

分 に反応が み ら れ る （平野，1982）。 刺咬 グル ープ

の ダニ は
，

0．5− 13．1μg の 体重増が あ り
，

ヒ ト体液

の 比重を1．001− 1．015 （生化学ハ ン ドブ ッ ク
，
1979）

と して換算 すれば，十分顕微沈降反応法 で ツ メ ダ

ニ 体内 に ヒ ト体液 が存在す る こ とを証 明で き る量

で あ っ た。

　皮疹を発症 し た 9 匹の う ち， 7 匹は沈降反応 を

示 したが ，
2 匹は示 さな か っ た 。 そ の うち 1 匹 の

ダ ニ に よ る皮疹は 沈降反応 の 現わ れ た 7 匹に よ る

皮疹よ り小 さか っ たが，他の 1 匹 の皮疹は反 応の

で た ダ ニ に よ る皮疹 と同様 に大 きく，接触 24時間

中 に 吸収 した ヒ ト体液を消化 して しま っ た と考え

ら れ た 。 ク ワ ガ タ ツ メ ダ ニ は摂食量が 多く，ケナ

ガ コ ナ ダニ を24時間に約50匹 も捕食す ると の 報告

も あ る （青木 ，
1968）の で

， 消化 し た可能 性は 大

と い え る 。 し か し，こ の 2 匹で 反応が認め ら れな

か っ た こ と は
，

ク ワ ガ タツ メ ダニ が ヒ トを刺咬し

た時に ダニ の鋏角や体表 に ヒ ト体液が付着 し，そ

の ヒ ト体液 に 沈降反 応 した の で は な い か と い う疑

い を否定 し た 。 また皮疹を発症 しなか っ た 4 匹 と ，

ケナ ガ コ ナ ダニ を摂食 した10匹 ， 摂食しな か っ た

15匹 で 沈降反応 が み ら れ な か っ た こ と も，皮疹発

症 を した ク ワ ガ タ ツ メ ダニ は ヒ ト体液を吸収 し て

い る こ とを裏付け た 。

　 免疫電気泳動像の 正常 ヒ ト血 清で は，泳動の 先

端に ア ル ブ ミ ン が移動す る 。 ア ル ブミ ン はグ ロ ブ

リ ン の よ う に細分 さ れ な い 蛋 自成分で
，

一本の 鮮

明な泳動像 を画 き，また，ア ル ブ ミ ン の 濃度 は人

の 血液と 組織液 で 高 く，他の 蛋 自成分 は低い と言

われ て い る （生化学 ハ ン ドブ ッ ク
，

1979）。 こ れ ら

の こ と か ら，皮疹 を発症 し た 5 匹 の ク ワ ガ タ ツ メ

ダニ 体内か ら ヒ ト体液ア ル ブ ミ ン だ け が検出 さ れ，

他 の 蛋 白成分 が検出さ れ な か っ た の は
， ア ル ブ ミ

ン 以外 の タ ン パ ク質 は微量過 ぎ て 反応 し な か っ た

もの と考え ら れ た 。 また，ア ル ブ ミン の 泳動 速度

が 正常 ヒ ト血清よ りやや 早か っ た の は
，

ヒ ト体液

が ツ メ ダニ 体内で多少変性 された と考 え られた。

　 以一．Lの 一連の ツ メ ダニ 類刺咬に 関す る調査 と実

験か ら ， ダニ 類 を ヒ トに 接触 さ せ る本研究の 方法

で，
「
卜分，ダニ 類刺咬が判定で き る と判明 した の で，

家屋 内で検出 され る ダニ 類の うち ，
い ずれ の ダニ

が ヒ トを刺咬す る の か を調 べ
， 刺咬す る ダニ 類と

刺咬しな い ダニ 類の 口 器鋏角の違 い を比べ た 。

　 刺咬す る ダ ニ 類 は い ず れ も ， 動植物 の 表面 に 傷
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を つ け て餌 をと る よ うなさ し込み型 の 鋏角 を し て

お り （図29，30），そ の 種類 は イエ ダニ
，

ス ズ メ サ

シ ダニ の 吸血性 ダニ 類 と ， タ ン カ ン マ ヨ イダ ニ ，

ホ ソ ゲチ トゲダニ ，ク ワ ガ タ ツ メ ダニ
，

Chekuarop−

sis　sp ．，ナ ミハ ダ ニ の 捕食性 ・
吸 汁性 の ダニ 類で

あ っ た 。 ヒ トを刺咬で き な い ダ ニ の 鋏角 は 挾 ん で

砕 く形 （図31
，
32）で

，
フ ケ ， 真菌 ， 食品等を摂

食する イエ ニ ク ダニ ，ケナガ コ ナダニ
，

ム ギ コ ナ

ダニ
，

コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ ，ヤケヒ ョ ウヒ ダニ ，イ

エ サ サ ラ ダ ニ で あ っ た （Hughes，
1976 ；Kranz，

1978）。 しか し自らで は皮疹を発症 で き な い ダニ 類

で も，ヒ トが表皮に傷 をつ け て ダニ 体液を ヒ トの

表皮下 に す り込 め ば
， 丘疹や紅斑が で き る （図20）

こ とか ら，自然界で も，ヒ トが 自覚 しな い 間に皮

膚を爪で 傷つ けて ダニ をす り込 む こ と は起 こ り え

る。従 っ て ， ケナ ガ コ ナ ダ ニ や ヒ ョ ウ ヒ ダニ 属で

皮疹 が発症 し た と い う既報告 （Baker　et　al．，1956 ；

Hepple ＆ Macmillan，1973 ；Kranz，　1978）と本調査

の 結果が反する もの で は ない 。

　 こ の よう に家屋 内で 人 を刺咬す る の は ツ メ ダ ニ

類 だけ で は な い
、 で は何故ツ メ ダニ 類 が問題 に な

る の か ，理由は 次の 3 つ と考 え ら れ る 。   ツ メ ダ

ニ 類の 皮疹発症率 は 吸血性の イエ ダニ や ス ズ メ サ

シ ダニ に 次 い で 高 く
， 攻 撃的な ダニ で あ る こ と を

示 し て い る （表30，31，32），  ツ メ ダ ニ 類の検出

頻度が高 く ， 構成比 も高い 。

「生息場所 に よる ダニ

類の種類組成お よび 構成比率」 の 項で述 べ た よう

に
， 出現頻度の 高い ダ ニ 類は，チ リダニ 科 ， イエ

ササ ラダニ 科 ， ホ コ リダニ 科，
コ ナ ダニ 科，ツ メ

ダニ 科で あ る。刺 咬被害の報告 が あ る シ ラ ミダニ

科，ハ リ ク チダ ニ 科， コ ハ リダニ 科と，吸血 性 の

イエ ダニ
，

ス ズ メ サ シダニ と ヒ ト寄生の ヒ ゼ ン ダ

ニ は特定 の 時期や 特定の 場所以外 で は検 出され な

い （吉川 ・大野，1985：大野 ・吉川 ，
1987 ；名古屋

市 ， 1985， 1986， 1987， 1988；大 阪 府 ，
1987

，

1988；吉川 ，
1987）。 ま た，ホ コ リ ダ ニ 科に は植物

吸汁性 の 種類が 多 く （Kranz，
1978）， 家屋 内か ら

よ く検出さ れ る 種類，例え ばナ ミホ コ リダニ Tar−

sonemas 　granarias　Lindquistは ， 真菌類 を摂食す る

と報 告 さ れ て い る （Lindquist，1972 ；White＆

Sinha， 1981）もの の
，

口 器 の鋏角 は植物吸汁性 ダ

ニ 類 と似 て お り ， 著者の 理論 で は ヒ トを刺咬 で き

る。しか し体が 小 さ く （体長 150〜200μm ），仮に ヒ

トを刺咬 して も鋏角が短 か すぎて （5　− 10pmi），ヒ

トの 表皮 に 傷 をつ け られず，「ス ク ラ ッ チ テス ト」

の 3項 の 右腕の 実験結果 の よう に
， 皮疹 を発症 で

きな い で あ ろう こ とと ， さ ら に ，シ ラ ミ ダニ ほ ど

に は攻撃的で は な い の で刺咬ダニ の 対象 に な り に

くい と考え られ る 。ホ コ リダニ 科が こ れ ま で一般

家屋内で 刺咬の 対象として扱われた こ とがない こ

とと
一
致する （名古屋市，1985，1986，1987，1988）。

ツ メ ダニ 類 ， 特 に クワガタ ツ メ ダニ と CheimrOPsis

sp．は検出頻度が あ る程度は高 い 上 に
，
　 lm2 に 1 匹

以上 の こ れ らの ツ メ ダニ 類が検出 され た家屋 で は

皮疹 が発症 して い る とも報告 さ れ て お り 佶 田 ら
，

1984）， 家屋内の場所別構成比率 で は そ れ 程高 い 構

成比率 を示 さな くとも被害 に っ なが る可能性が あ

る ，  ク ワ ガ タ ツ メ ダニ や ChelacarOPsis　sp ．刺咬に

よ る皮疹の 発症は 遅延性 で ，「実験的皮疹発症 」 の

2 項で 述 べ たよう に
， ツ メ ダニ 類 を はず して か ら

1．5〜 2 日 た た な い と皮疹が発症 しな い
。 さ らに 体

が小 さ く　（体長 300 〜800pm ）， 肉眼 で は見 つ けに く

い 。一般の 人に は，刺 さ れ て す ぐ に皮疹 が で き肉

眼で も刺され て い るの がわか る蚊の 刺咬感覚が 定

着 し て お り
，

ツ メ ダニ 類は 必 要以上 の 不快感 を与

え る 。 こ れ ら 3 つ の 理 由か ら，家屋内の 刺咬性の

ダニ 類 で は
， ツ メ ダニ 類 ， 特 に ク ワ ガ タ ツ メ ダ ニ

や （）heinαarOPsis　sp ．の 被害が
一
番多 くなる と思 われ

た。　　　　　　　　　　　　　　　 （以下次号）
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